
 

 

 

 

 

                            

 

支援センターのサイトに、動画ページが追加されました。 

これまでの所長挨拶（2012年 9月開所時）に加え、新たに「奈良の手話」が登場です。 

まずは画面中央の「‣」をクリックして動画に飛んでください。再生が開始されます。 

その右下にある「□」（実際は四角が四分割されているもの）を 

クリックしていただくと、大画面（全画面）表示になります。 

手話ネイティブおふたりによる「奈良の手話」の紹介です。 

総集編のDVD（字幕付き）と合わせて、どうぞお楽しみください。 

 

 

11月 23日（日・祝）奈良県社会福祉総合センターにおいて  

奈良県立医科大学耳鼻咽喉科 学内講師 西村 忠己（ただし）先生を 

お招きし、2014年度 聞こえの相談会を行いました。   

参加者は、付き添いのご家族さまを含め 60名 ほど。 

大阪・和歌山など近県だけでなく 東京からもお越しいただき  

スタッフや出展店を合わせると、80名を超す会となりました。 

講演では、耳の構造や聞こえのしくみを わかりやすく説明していただくとともに 

耳の軟骨の振動を使って音を聞く「軟骨伝導」についても お話しいただきました。 

耳漏
じ ろ う

がある難聴者や 外耳道閉鎖症の方は、通常の気導補聴器を使用できないため 

骨導のものを使われますが、装用時に圧迫感を伴ったり、手術でボルトを埋め込む 

必要があります。その解決策として、軟骨伝導補聴器を研究されたとのことでした。 

全ての方に対応できるものでは ないのかもしれませんが 

外耳道を塞がず 汚れても洗える振動子
し ん ど う し

は、有効性も高く 

気導・骨伝導に続く、第3の聴覚が広げる 音の可能性と 

次世代補聴器への応用に、期待が高まります。 

見た目ではわかりづらい聞こえの不自由さや難聴のつらさを、より多くの方に 

理解していただき、難聴者自身が 自分に合った コミュニケーションの方法を 

自ら選択できるような環境を作るため、関係機関と協力しながら取り組んで 

いきたいと思います。 

三連休の中日であったにもかかわらず ご協力いただいた出展店の方々、 

ボランティアスタッフの皆さん、ありがとうございました。 

       

ノーベル平和賞を受賞された パキスタンのマララ・ユスフザイさんが 

人工内耳を使って補聴されていることを、皆さん ご存じでしょうか。 

銃撃され頭部に重傷を負った彼女は、頭蓋骨修復と同時に人工内耳の手術を受け 

さまざまなリハビリを経て、元の状態に近い聞こえを取り戻しているそうです。 
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動画ページ 始動！ 

2014（平成 26）年度 聞こえの相談会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

見てね！ 

 

  



各事業の申し込み・お問い合わせはこちらまで 

奈良県聴覚障害者支援センター 
FAX 0744-21-7888 TEL 0744-21-7880 

 

 

10 月 11 日（土）手話通訳者養成パワーアップ講座、18 日（土）第 13 回手話通訳者養成講座が、それぞれ 

最終日を迎えました。どちらの受講者も、12 月 6日（土）の全国統一試験 

合格を目指して、日夜努力を重ねてこられました。 

手応えは、いかがだったでしょうか。これからも 

聴覚障害者福祉を担う者として、さまざまな形で 

関わっていただきたいと、強く願っています。 

 

 

12 月 8 日（月）第 14 回養成講座が開講しました。 

当講座は、通訳者を目指す方を対象としています。 

10 月に ステップアップ講座を終えた方が大半で  

熱い気持ちのまま、この講座を受けられています。 

2 年間の長丁場ですが、初日の気持ちを忘れずに  

仲間とともに、切磋琢磨してほしいと思います。  

講師と講座担当者は、受講者皆さんの学びをお手伝いしますが、あくまでも主人公は受講者自身です。 

厳しく優しく応援しますので、これからも一緒に頑張っていきましょう。 

 

 

11 月 8 日（土）要約筆記者養成講座が終了し、今年度のパソコンコース修了 7名と 

昨年度の手書きコース補講修了 5名に、修了証が授与されました。 

6 月から約半年、毎週末の予定を調整をするだけでも大変だった 

ことと思いますが、皆さん本当に意欲的に取り組まれていました。 

途中、大型台風の影響で講座を休講することになり、プログラムの 

変更を余儀なくされたものの、大きな混乱もなく最終日を迎えられたのは、 

講師・スタッフ・情報保障・お手伝いの方々のご協力のおかげと感謝しています。 

今後も難聴者との活動を通じて、要約筆記への理解を深めてほしいと思います。 

 

 

 

 
 

生活訓練事業 

◇ろうＬＧＢＴを知ろう 2015年1月 24日（土）13時 30分～15時 30分 於：支援センター 

  （ＬＧＢＴ→レズビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダーの頭文字） 

  「多様な性を知り、自分の性を考えよう」 山本 芙由美 氏（Deaf-LGBT-Center 代表） 

◇酒蔵見学       2015年1月 30日（金）14時～15時       於：梅乃宿酒造 

＊チャレンジしてみたいことや企画してほしいことなど、ご意見をお寄せください。お待ちしております。 

年末年始 

◇2014年12月 28日（日）から 2015年 1月 4日（日）まで、当センターは閉所となります。 

 みなさま、どうぞよいお年をお迎えくださいませ。 

2014（平成 26）年度 要約筆記者養成講座 パソコンコース 終了 

 

 

ステップアップ講座 終了 / 第 14 回手話通訳者養成講座 開講 

手話通訳者養成パワーアップ講座 終了 / 第 13 回手話通訳者養成講座 終了 

 

  

 

 

 

 


